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1　は　じ　め　に

放牧肥育牛の肉質特性を解明するため，異なった仕上げ

体重の肥育牛から得た部分肉の硬さと保水力を測定して，

これらと供試牛の仕上げ体重，日齢並びに枝肉性状との関

係を検討した。

2　賦　験　方　法

2シーズン放牧肥育した日本短角種去勢雄牛18頑から得

た部分肉を用いた。供式年の日齢，仕上げ体重並びに枝肉

義1　供試牛の目齢・体重並びに枝肉性状

Experiment Station

性状．すなわち枝肉重量（温と体），枝肉歩留り．赤肉構

成割合，脂肪構成割合と脂肪交雑（第8胸椎断面）の億は

表1に示すとおりである。

硬さについては「らむ」及び「なかにく」の加熱肉から

内径1センチのポーラーで試料を採取し，Warner－Brat－

Blerミート・シェアテスターで勇断して，努断力価（Sh一

組rValue）を求めた。保水力については「レプロース」．

「らむ」，「なかにく」並びに「とうがらし」の4部位を

それぞれ挽肉とし，畜試式ソーセージ結着管を用いた加熱

遠心法2）によって測定した。

日　　　 齢 仕 上 げ 体 重 枝 肉 重 量 枝 肉 歩 留 り 赤 肉 構 成 割 合 脂 肪 構 成 割 合 脂 肪 交 雑 状 態 ．

（日 ） （匂 ） （匂 ） （％） （％ ） （％ ）

34．7

（＋ ）

0．9

0，1

平 均 値 7 3 5 ．4 6 20 ．7 36 6 ．2 6 1．0 5 1．2

最 小 値 6 8 3 5 3 7 3 12 ．1 58 ．3 4 6 ．2 3 0 ．5

最 大 値 7 8 2 8 2 0 4 9 5．2 6 4 ．5 5 4．8 4 0 ，8 2 ．0

3　結果及び考察

（日硬さ

部分肉2部位の硬さと供式年の日齢，仕上げ体重並びに

枝肉性状との相関は表2のとおりであるo

「らむ」は「なかにく」よりもやわらかく，これらの値

は．ほぼ同体重の濃厚飼料多給による慣行肥育牛のそれと

大差のない値であった。

部分肉の硬さと7項目との相関では，「なかにく」の硬

さと枝肉重量との間のみに5％水準で有意な正の単相関係

数が得られたが，他には有意な相関がなかった。特に．脂

肪交雑と硬さとの間に明確な相関がなく，脂肪交雑と肉の

硬さとの相関は比較的低いというPreston and Wiuisの

要約一）と同様な傾向にあった。

表2　部分肉の硬さと日齢・体重並びに枝肉性状との相関

部 分 肉
硬 さ

（わ ／〆 インチ）

7．6 3 ± 1．06

単　　 相　　 関　　 係　　 数

日　 齢

－ 0．31 8

仕 上 げ 体重 枝 肉重 量 枝 肉歩 留 り 赤 肉 構 成割 合 脂肪 構成 割 合 脂 肪交 雑状 態

ら　　 む 0．17 2 0．2 49 0．3 96 － 0．05 4 － 0．03 5 l o．0 69

1 0．2 12
なか に く 10．0 6 ± 2．26 － 0．344 0．45 1 0．4 6 4】l 0．3 8 4 － 0．26 8 0．1 94

注．平均値±SD，■：P＜0．05

更に上記の7項目から部分肉の硬さを推定する重回帰式

を変数減少法によって求めたところ，それぞれ有意な式

（P＜0．05）が得られた。すなわち「らむ」では，

Y＝13．95－0．048Xl＋0．0874X270．303X3

（R2＝0．65＄）膏‥「らむ」の硬さの推定値，

X．：仕上げ体もⅩ2：枝肉重量．X3＝脂肪構成割合

であり．肥育程度に関係する三つの項目で約紬　説明され

た。そして「なかにく」では．

せ＝一8．70－0．032X．＋0．0147Ⅹ2＋0・548X3

（R2＝0．706），せ：「なかにく」の硬さの推定値

Xl：日齢，X2：仕上げ体乱X3：枝肉歩留り

であり，日齢と仕上げ体重に関連する三つの項目で約7川

説明された。

これらのことから，62的程度に仕上げた日本短角種放
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牧肥育牛の部分肉の硬さは慣行肥育牛のそれと大差なく，

仕上げ体亀枝肉重量，枝肉歩留りなどが部分肉の硬さに

影響していることが示唆されるので，肉質を改善する目的

で更に仕上げ休重を大型化することは部分肉をより硬くし．

逆に食肉の評価を下げることになろう。部分肉の硬さの点

からは放牧肥育牛の仕上げ体重を600秒程度に止める必要

があると思われる。

（2）保水力

2シーズン放牧肥育した日本短角種の部分肉の保水力と

上記7項目との相関は表3のとおりであった。

「レプロース」の保水力が最も高く，「とうがらし」の

それが最も低く，「なかにく」と「らむ」の値がその中間

にあり，この傾向は慣行肥育牛の部分肉の保水力でみられ

る順位3）と同様であった。また．これらの保水力は慣行肥

育牛のそれと大差のないものであった。

保水力とこれら7項目との間で「なかにく」のみに，枝

肉歩留り（P＜0．01）及び脂肪構成割合（P＜0．05）と肥

育程度に関連する2項目で有意な正の相関があった。4部

位の部分肉とも保水力と脂肪交雑との間で低い正の相関が

あり，一般に言われているように1），脂肪交雑は保水力を

若干向上させるようである。

表3　部分肉の保水力と日齢・体重並びに枝肉性状との相関

部 分 肉
保 水 力

（％ ）

単　　　 相　　　 関　　　 係　　　 数

日　　 齢 仕 上 げ 体 重 枝 肉 重 量 枝 肉 歩 留 り 赤 肉 構 成 割 合 脂 肪 構 成 割 合 脂 肪 交 雑 状 態　0 ．2 9 0

レプ ロース 5 9．0 ± 2 ．3 － 0 ．0 8 5 0 ．3 6 9 0 ．3 5 9 0 ．1 5 2 － 0 ．0 8 2 0 ．03 5

ら　　 む 56 ．6 ± 1 ．8 0 ．16 9 0 ．2 57 0 ．2 8 7 0 ．3 1 1 － 0 ．24 6 0 ．2 6 7 0 ．3 8 7

な か に く 5 7 ．7 ± 2 ．4 0 ．2 7 7 0 ．1 5 7 0 ．2 8 7 0 ．6 8 4 ＊＊ － 0 ．39 8 0 ．4 5 6 事 0 ．3 66

とうが ら し 53 ．6 ± 3 ．7 0 ．0 45 0 ．39 3 0 ．3 70 0 ．10 1 － 0 ．0 2 5 0 ．0 4 6 0 ，3 59

注 ． 平 均 値 ± S D ， ＊＊ ： P ＜ 0 ．0 1， ＊ ： P ＜ 0 ．0 5

また，4部位の部分肉の保水力を前述の7項目から推定

する重回帰式を変数減数法によって求めたところ，「なか

にく」のみに次のような有意な式（P＜0．01）が得られた。

すなわち．

Y＝－3．43＋0．938Xl十0．115Ⅹ2

（R2＝0．697）．☆：「なかにく」の保水力推定値．

Xl＝枝肉歩留り，Ⅹ2：脂肪構成

であり，表3で有意な相関のあった2項目が変数となって

「なかにく」の保水力を約70％説明できた。

「なかにく」のみで保水力と肥育程度に関係する二つの

項目との間に有意な相関がある特異な点は，「なかにく」

の発達，特に筋肉中への脂肪蓄積が他の部分肉に比較して

肥育牛の成長の早い時期から脂肪蓄積が始まり，これが短

期間で終了するりことと関連しているかもしれない。放牧

肥育牛の成長にともなう部分肉の発達には不明な点もあり，

部分肉内への脂肪蓄積と保水力の関係は更に検討する必要

がある。

これらのことから，「なかにく」のように他の部分肉と

保水力の特性を異にするものもあるが，一般に脂肪交雑が

良好か，あるいは枝肉重量の大きな放牧肥育牛の部分肉は

保水力が若干高いようであるが，それらの影勤ま少ない。

したがって，保水力向上の点からは，放牧肥育牛の仕上げ

体重の大型化は効果が少ないと思われる。

4　　ま　　と　　め

（り　2シーズン放牧肥育した日本短角種の部分肉は硬さ

及び保水力とも，濃厚飼料多給の慣行肥育牛のそれと大差

のない値であった。

（21これら放牧肥育牛の部分肉の硬さと保水力の向上は

仕上げ体重の大型化による効果が少なく，600匂程度に仕

上げ体重をとどめることが望ましい。
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